
 
加古川市外国人アンケート結果    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～加古川市外国人アンケート～ 

 

外国人市民が暮らしやすい社会に向けた課題等について、加

古川市内で外国人を雇用している企業、兵庫大学、公益財団法

人加古川市国際交流協会の協力の下、日本語を学んでいる外国

人学習者や家族、その知り合い等を中心として、２０２１年

(令和３年)１０月にアンケート調査を実施し、１７５人から回

答を得た。 

  

 ※実施時期 ２０２１年(令和３年)１０月  

 ※アンケート用紙は、６言語で表記した。(英語、中国語、 

  スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語、日本語) 
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１ アンケート回答者の属性 
 

【国籍】                     【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

回答者の国籍については、ベトナム・フィリピン・中国・ブラジルの順となっており、これら４か国

で 82.3％を占めている。なお、回答者国籍は、19ヶ国となっている。 
 

【年齢】                                          【日本での滞在（居住）期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

30代と 20代で 75％以上を占めており、比較的若い世代が多い。また、居住年数については、３年以

下が最も多く、６年以内の短期間滞在（居住）者で 70％以上を占めている。 
 

【現在の在留資格】                【居住状態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「技能実習」「技術・人文知識・国際業務」「特定技能」「教育」といった就労目的での在留資格保持者

が 57.7％を占めている。また、住居については、アパート・寮等が多いが、回答者の約 1/4が持ち家と

なっており、一定数の定住傾向が見てとれる。 

30～39歳

38.3%

20～29歳

37.7%

40～49歳

11.4%

50～59歳

6.3%

～19歳 3.4%

60～69歳 2.3%
無回答 0.6%

ベトナム

28.0%

フィリピン

26.9%

中国

21.7%

ブラジル

5.7%

ミャンマー

3.4%

タイ

2.3%

インドネシア

1.1%

米国

1.1%

その他

9.7%

男 47.4%

女 48.0%

無回答 4.6%

技能実習

26.3%

技術・人文知

識・国際業務

17.7%永住者 14.9%

特定技能 10.3%

留学 7.4%

日本人の配偶者等

4.6%

家族滞在 4.6%

教育 3.4%

定住者 2.3%

特別永住者 1.7%

永住者の配偶者等 1.7%
その他

4.6%
無回答 0.6%

1～3年

42.9%4～6年

18.9%

10～20年

12.0%

１年未満

10.3%

20年～

8.0%

7～9年

6.9%

その他

0.6%

無回答

0.6%

民間アパート・

賃貸マンション. 

37.1%

社宅・会社の寮

26.9%

持ち家(一戸建て・

分譲マンション)

24.0%

公営住宅・団地

9.1%

学生寮

2.3%

その他

0.6%
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２ 日本語について 
 

①現在の日本語能力 

●話すことについて 
 

「問題なく話せ

る」「ゆっくり短

い会話ができる」

で 90％以上を占め

ている。一方、

「まったく話せな

い」「ほとんど話

せない」との回答

が合わせて 7.5％

あり、日常生活に

支障をきたしてい

る可能性がある。 

 

 
 
 
 

●読むことについて 
 

漢字を含め、「問題

なく読むことがで

きる」は 17.1％

で、漢字が多いな

ど、一般的な文章

では多くの外国人

が理解できていな

い状況が考えられ

る。 

   

 

 

 

 

     ②日本語を学んでいる（もしくは学んだ）方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆっくり短い会話

ができる

64.0%

問題なく話せる

27.4%

ほとんど話せない

6.9%

まったく話せない 0.6% 無回答 1.1%

ひらがな カタカナ

簡単な漢字を読む

ことができる

57.7%問題なく読むこと

ができる

17.1%

ひらがな カタカナを

読むことができる

17.1%

ほとんど読むこと

ができない

1.7%

まったく読むことができない

1.7%

無回答

4.6%

 
0 10 20 30 40 50 60 70 80

学んでいない

その他の方法

家族や友人

インターネットやテレビ、ラジオの通信教育

職場

大学や日本語学校

教科書や参考書を使って自分で勉強

自治体、団体等の日本語教室

複数選択可 
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③②で「自治体、団体等の日本語教室」にチェックした人のうち、加古川市国際交流協会で日本語を

学んでいる、あるいは、学んでいた人 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

④③で「国際交流協会では学んでいない」にチェックした人が加古川市国際交流協会で日本語を

学んでいない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤日本語能力試験（JLPT）の取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取得していない

38.9%

N2

14.3%

N3

13.1%

N4

10.3%

N1

9.7%

N5

8.0%

無回答 5.7%

 

複数選択可 

対象者 74人 

0 10 20 30 40 50

無回答

その他

国際交流協会では学んでいない

外国人のための日本語講座

(毎週木曜日午後7時から)

外国人のための日本語教育

プライベートレッスン

 
複数選択可 

対象者 16人 

0 2 4 6 8 10 12 14

無回答

その他

講座の日本語レベルが自分の

希望に合わないから

国際交流協会の事業について知らないから

忙しくて時間がないから
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３ 日常生活 
 

①日常生活で困っていることや不安に思っていること 

           

日常生活で困っ

ていることや不

安に思っている

ことで「言葉が

通じないこと」

をあげている人

が全体の半数近

くおり、日本語

ができないこと

で生活に支障を

きたしているこ

とが伺える。 

 

 

 

 

②日常生活で困ったときの相談相手 

 

半数以上の人が

困った時の相談

相手として母国

出身の友人や知

人と答えてお

り、ここでも日

本語ができない

ことで相談相手

が限定的となっ

ていると思われ

る。 

 

 

 

 

 

③困りごとがあった時に相談した結果に対する満足度 

  

困りごとがあっ

たが解決しなか

ったことが全体

の 1/4程度あ

り、また 6.2％

は、対応する手

立てが全くない

状態にあること

がわかる。 

 

 

 

 

 

 

解決して、その結果に

満足している。

67.4%

解決しなかったが、

理由は理解すること

ができた。

18.0%

解決しなかったし、その

理由もわからなかった。

6.2%

無回答

8.4%

 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

無回答

その他

近所の人との付き合いのこと

在留資格のこと

住まいのこと

相談できる場所がわからないこと

子育てのこと

災害や緊急事態のときのこと

子どもの学校のこと

生活に関する情報を得ること

医療(病院)、福祉、介護のこと

生活のお金のこと

仕事のこと

言葉が通じないこと

 
0 20 40 60 80 100

無回答

その他

日本語教室の関係者

相談する相手がいない

ボランティア団体

近所の人

母国外の外国人の友人や知人

大使館、領事館

学校の先生など

行政の相談窓口(国、県、市等)

日本人の友人や知人

職場の人(上司、同僚など) 

母国出身の友人や知人

複数選択可 

複数選択可 
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④日常生活に必要な情報の取得方法 

 

必要な情報は、友人、

知り合いからの連絡に

頼っており、行政情報

が外国人にはいきとど

いていない状況が見て

とれる。 

 

 

 

 

 
 

 

 

４ 地域でのつながり 
 

①日本人の友達や知り合いの有無 
 

「多くいる」「多くはい

ないがある程度いる」を

合わせると 50％を超え

ている一方、「ほとんど

いない」「まったくいな

い」と答えている人も

40％を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②近所の人と会った時にあいさつをする頻度 

 

「毎回する」「時々す

る」を合わせると

92.6％となり、ほとん

どの人が知り合いには

挨拶をしており、コミ

ュニケーションを取り

たい意識はあるもの

の、前問①での回答に

あるように、人間的関

係につながっていない

状況が見てとれる。 

 

 

 

 

 

 

 
0 20 40 60 80 100 120 140 160

無回答

その他

広報｢かこがわ｣等発行物

行政のホームページや公式SNS

友人や知り合いからの連絡

多くはいないが

ある程度いる

38.9%

ほとんどいない

36.6%

多くいる

17.1%

まったくいない

7.4%

毎回する

62.9%

時々する

29.7%

隣近所の人を

全く知らない

2.9%

ほとんどしない

2.3%

まったくしない

1.7%

無回答

0.6%

複数選択可 
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③地域活動やイベントへの参加 

 

近所（日本

人）の知り合

いと挨拶はほ

とんどのひと

が交わすもの

の、地域活動

やイベントに

は参加してい

ない人が半数

を超えてお

り、今後、外

国人をいかに

巻き込んでい

くかが課題で

ある。 

 

④③で地域での活動に参加していないにチェックした人が地域活動に参加していない理由 
 

 

地域活動に参

加していない

理由の多く

が、活動を知

らない、参加

の方法がわか

らないなど、

内容やアクセ

スの方法な

ど、情報の取

得に課題があ

ることがわか

る。 

 

 
 
 

５ 子育て・教育 

①0歳～5歳の子どもの所在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

無回答

その他の地域の活動

PTA活動

市のイベント(ﾂｰﾃﾞｰﾏｰﾁ、加古川まつりなど)

ボランティア活動

加古川市国際交流協会(KIA）の活動

地域のイベント(盆踊り、秋祭りなど)

出身国のコミュニティ活動

町内会活動

地域での活動に参加していない

 
複数選択可 

対象者 98人 

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

興味がない

日本語がよくできないから

参加の方法がわからない

時間がない

活動を知らない

  
0 20 40 60 80 100 120

無回答

いる(日本にはいるが保育所などに通っていない)

いる(日本にいない)

いる(日本の保育所か幼稚園に通っている)

いない

複数選択可 

複数選択可 
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②6歳～14歳の子どもの所在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③②で「いる（日本の小学校か中学校に通っている）」にチェックした人の子どもの日本語での

授業の理解力 

 

今回のアンケー

トでは子どもが

いない人が大半

であったため、

困っている様子

はそれほど顕在

化していない

が、家族帯同者

が増えれば日本

語ができないこ

とによる問題が

増加すると考え

られる。 

 

 

 

 

 

④家庭内での主な使用言語 

 

日本語以外の母語

を使っている家庭

が多いものの、日

本語と母語、日本

語を使っていると

回答した家庭も約

1/3あり、家庭内

でのコミュニケー

ション方法も多様

化しており、課題

となっていること

が考えられる。 

 

 

 

 
0 20 40 60 80 100 120

無回答

いる(日本の外国人学校に通っている)

いる(日本にいない)

いる(日本の小学校か中学校に通っている)

いない

対象者 24人 

問題なく理解

できている

70.8%

理解できない

ことがある

12.5%

先生等のサポートで

理解できている

8.3%

無回答

8.3%

 

母語(日本語以

外)を使っている

41.7%

日本語と母語

の両方使って

いる

25.1%

日本語を使って

いる

9.1%

その他

2.3%

無回答

21.7%

複数選択可 
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⑤子育て・教育で困ったこと 

 

子育て、教育で

の困ったことに

ついては、様々

なものがある

が、母語を子ど

もに教えること

と回答した人も

一定数いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 災害時 

①避難場所の認知度 

  

避難所がどこにある

か知らないと答えた

人が 40％以上おり、

今後、外国人の防災

意識の向上を図って

いく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②災害時の情報取得方法 

 

情報源として手軽に情

報を取得できるインタ

ーネットを利用してい

る人が半数を超えてお

り、SNSも含め情報を

取得するためのツール

として根付いていると

言える。また、災害時

の情報について知るこ

とができないと回答し

た人も一定数いた。 

 
 

0 10 20 30 40 50

無回答

その他

妊娠、出産の手続きのこと

子育て中の親の交流がないこと

子どもの日本語学習のこと

子育てに係るお金が高いこと

子ども同士のトラブルがあること

教育に係るお金が高いこと

母語(出身国の言葉)を子どもに教えること

日本と出身国の教育方法が違うこと

日本の学校の仕組みやルールがわからない

特にない

知っている

55.4%

知らない

42.3%

無回答

2.3%

 
0 20 40 60 80 100 120

知ることができない

町内会、近所の住民

SNS

市役所のホームページ

友人からの連絡

テレビ、ラジオ

インターネット

複数選択可 

複数選択可 
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③②で「知ることができない」にチェックした人の知ることができない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 行政、加古川市のこと 

①行政に期待すること 

 

多くの人が複数

選択しており、

「日本の習慣、

文化を学ぶ機

会」「日本語教

室」「日本人と

の交流イベン

ト」「自国の言

葉で受診できる

医療機関」「災

害時の多言語で

の情報発信」

「自国の言葉で

相談できる窓

口」と回答した

人が約半数以上

いるなど、行政

に大きく期待し

ている様子が見

てとれる。 
 

 

②加古川市や日本への満足度 

 

様々な生活上の課題は

あるものの、総体的に

日本国、加古川市への

満足度は高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

複数選択可 

対象者 18人 

0 2 4 6 8 10 12

無回答

日本語ができない

どのように知ることができるかわからない

 
複数選択可 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他

看板や案内表示の多言語化

自分の国の文化等を日本人に伝える機会

「広報かこがわ」など市発行物の多言語化

自分の国の言葉で相談できる窓口

災害発生時の多言語での情報発信

自分の国の言葉で受診できる医療機関

日本人と交流できるイベント

いろいろな学習レベルに合わせた日本語教室

日本の習慣、文化を学ぶことができる機会

よかった

92.0%

どちらともいえない

4.6%

よくなかった 0.6% 無回答

2.9%
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加古川市外国人アンケート【２０２１年（令和３年)１０月実施】 

自由記載欄意見(抜粋) 

 

 

  ７ 行政、加古川市のこと 

 

 

① 行政に期待すること 

「その他」の意見 

 

   ・市内のバスの本数を増やしてほしい。 

   ・家を借りやすくしてほしい。（外国人には家を貸さない不動産屋がある。） 

 

 

② 加古川市や日本への満足度 

「よかった」を選択した人の理由 

 

   ・安全（治安がよい）で平和である。 

   ・加古川はきれいで静かで住みやすい。 

   ・人々が親切である。 

   ・住むのに便利である。 

 

     「どちらともいえない」を選択した人の理由 

 

   ・加古川市では神戸市などと比べて外国人が少ないため、外国人の生活に対応したシ 

     ステムが少ない。 

   ・外国人への差別を感じたことがある。 

   ・来日してよかったこともたくさんあったが、住むにつれ日本にも悪いところがある 

     と気付いた。 

 

     加古川市または日本についての自由意見 

 

   ・明石市のように子どもへのサービスを充実させてほしい。 

   ・言葉の壁のため健康診断や病院での治療を断られたことがあるので、大病院や警察、 

      行政の窓口などで多言語対応できるスタッフをおいてほしい。 

     ・子どもが日本で学校へ行くとなった場合、システムが分からないのでサポートして 

    ほしい。 

   ・生活や子育てを支援してくれる団体等があれば紹介してほしい。 

   ・アルバイトを探すのが大変難しかった。日本人と外国人がお互いに交流したり、 

    生活などを互いにサポートができたりするようになれば良いと思う。 

     ・日本人にとって外国人が日本にやってくることは良いことなのか悪いことなのか知りたい。 

   ・日本人と交流できる機会がもっとあればいいと思う。 

   ・同じ母国出身の人を紹介してほしい。 

   ・外国人のイレギュラーな要求にも柔軟に対応してほしい。 

   ・政府が「マイナンバー」を導入するのであれば、もっと政府の機関へアクセスしやすくし 

    ペーパーレス化すべきだ。 

   ・図書館に日本語の勉強ができる本が少ないので増やしてほしい。 

 


